
 

２０１０年７月２９日 

２０１０年１０月３０日（土） ― １１月７日（日） 

五島記念文化財団「２０周年記念展 美の潮流」を開催 
五島記念文化財団 

 

 

五島記念文化財団は、本年設立２０周年を迎えることを記念し、２０年間の活動の軌跡を広く知っ

ていただくことを目的に、２０１０年から２０１１年にかけて「設立２０周年記念事業」を実施しま

す。 

「２０周年記念展 美の潮流」展はこの記念事業の一環として、当財団の軌跡や、歴代の五島記念

文化賞･美術新人賞受賞者たちの現況を皆さまに無料でご紹介するものです。受賞者４１名による日

本画・洋画にとどまらず、美術という概念を超えた造形の世界や、他に類のない空間の展示など、現

代アートの潮流が体感できる記念展となっています。常に時代の一歩先を歩み、美術界に新風を吹き

込み続けた受賞者たちの、感性と巧により創造された美の空間で現代アートの潮流を体感していただ

けます。 

 ≪記念展ロゴ≫Ⓒ ﾃﾞｻﾞｲﾝ：宇野泰行 

 

五島記念文化財団は、「優れた人材の発掘と育成を通じて、真に豊かな社会の実現に役立ちたい」

という故･五島昇（東急急行電鉄株式会社 元取締役会長）の遺志を継承して、１９９０年３月に設

立されました。今日まで芸術文化の美術とオペラの分野で１００名近い有能な新人の顕彰および海外

研修、研修帰国後の成果発表などの助成支援をしてきました。今後も、日本における美術及びオペラ

の発展、向上のため、今後も両分野の優秀な新人及び各地域で創造的で優れた芸術活動を行っている

方々を顕彰、助成し、社会貢献活動を続けていきます。 

 

  

五島文化記念財団、「設立２０周年記念事業」および「２０周年記念展 美の潮流」の概要は別紙

の通りです。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

【２０周年記念事業概要】 

 

２０周年記念事業は、五島記念文化財団の２０年間の活動の軌跡を広くみなさまに知っていただく

ことを目的としています。まずは第一弾として「２０周年記念展 美の潮流」展で美術部門の展示を

行います。今後も音楽の分野としてガラ・コンサートの開催を予定しています。 

 

 

 

【２０周年記念展 美の潮流概要】 

 

展 覧 会 名 五島記念文化財団２０周年記念展 美の潮流 

会 期 ２０１０年１０月３０日（土）～１１月７日（日） 開催期間中無休 入場無料 

開 館 時 間 １０時～２０時（入館は１９：３０まで） 

＊初日１０時～１３時をプレス対応とさせていただきます。 

会 場 Ｂｕｎｋａｍｕｒａザ・ミュージアム 

東京都渋谷区道玄坂２－２４－１  

レセプション １７時～１８時半（Ｂｕｎｋａｍｕｒａ地下１階ドゥマゴ・テラス） 

主 催 財団法人 五島記念文化財団 

参 加予定者 ◇樺山祐和◇島 剛◇柳沢正人◇滝口和男◇松井紫朗◇坂本幸重◇松本秋則 

◇ヤノベケンジ◇岡村桂三郎◇土屋公雄◇神内康年◇袴田京太朗◇菅原健彦 

◇扇田克也◇河合里佳◇柳幸典◇河嶋淳司◇古伏脇司◇東島毅◇長沢明◇長橋秀樹 

◇小林良一◇奥窪聖美◇武田州左◇石田瑞夫◇木村太陽◇吉田有紀◇中村桂子 

◇清野圭一◇福本双紅◇中田秀人◇平田五郎◇土田俊介◇高橋匡太◇周防絵美子 

◇三瀬夏之介◇石田尚志◇吉賀伸◇鬼頭健吾◇梶井照陰◇手塚愛子    

 

 

 

【五島文化記念財団概要】 

 

法 人事務局 渋谷区道玄坂一丁目２１番６号 

基 本 財 産 １，００９，５２０千円 

設 立年月日 平成２年３月１６日（登記） 

特 増 認 定 平成２１年１１月２６日（特定公益増進法人） 

主 務 官 庁 文部科学省（文化庁） 

法 人の目的 １．オペラ及び美術の分野における優秀な新人等に対する顕彰、助成 

２．オペラの公演に対する助成 

理 事 長 清水 仁（東京急行電鉄株式会社 相談役） 
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